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滋賀医大ニュースレター 
2012.04.06 第 18 号
 平成 21 年 12 月より順次改修を行っ
ておりました病院外来・中央診療部門
改修工事のうち、外来診療科に関する
改修工事が全て終了し、最後となるリ
ハビリテーション科および放射線科の
移転を終えました。 
 工事期間中は、患者さまには大変ご
迷惑をお掛けして、申し訳ありませんで
した。 
 改修工事も残すところ、総合受付・中
央診療施設部門を残すのみとなりまし
た。もう暫くの間、ご理解・ご協力をい
ただきますよう、お願いいたします。 
リハビリテーションAエリア 
（リハビリテーション部） 
放射線科受付付近 
外来診療科最後の移転が終了 
滋賀医科大学スチューデントドクター認定式を実施 
 3 月 14 日（水）、来年度から新たに
開始するスチューデントドクター制度
の導入に伴い、医学科新第 5 年生 95
名を「滋賀医科大学スチューデントドク
ター」として認定しました。 
 
 認定式では、馬場学長から「医学生
は患者さんから学び、信頼される医療
人として成長する。その第一歩が臨床
実習であり、自覚と心構えを再認識
し、使命感・責任感、強い倫理観を持
って臨んで欲しい。」と挨拶があり、学
生代表へ認定証書の授与を行いまし
た。 
 また、岡田学科長からは「臨床実習
は教授する側に取っても新鮮であり、
共に学ぶ場である。」と激励がありまし
た。 
 
 それを受けて、学生代表から「自覚を
持ち、責任と使命感を忘れることなく患
者さんの立場に立って医療を学びま
す。」との決意表明があり、最後に柏木
病院長から「附属病院は全診療科挙
げて臨床実習を支援する。」とそれぞ
れ期待や激励が述べられました。 
 
 スチューデントドクターに認定された
学生は、医師を目指す医学生としての
自覚や心構え、医療に関わる人間とし
て使命感や責任感を再認識させるとと
もに、患者さんや地域社会に対しても、
たとえ医学生であっても「スチューデン
トドクター」であれば、一定レベルの知
識と技量を獲得しているとの理解を図
ることで、学生の医行為を大学（病院）
が保証するものです。 
学生代表へ認定証書が 
手渡されました 
認定式の様子 
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 去る 1 月 7 日、8 日の両日、滋賀医
科大学同窓会「湖医会」との共催で第
1 回ホームカミングデイを開催しまし
た。大学の発展してきた様子や大きく
変化した姿を自分の目で確認してもら
うために、卒業生に大学に戻ってきて
ほしいという主旨で企画し、同窓会の
創設 30 周年記念事業とタイアップし
たもので、延 120 名を超える参加があ
りました。 
 メインのイベントは 3 部構成で、まず
「大学の現在（いま）を聞く」では、馬場
忠雄学長から滋賀医科大学の現況に
ついて報告がありました。続いて、湖
医会賞を受賞した、第 5 期生の前田
士郎氏は「ゲノムワイドな糖尿病関連
遺伝子研究、～オーダーメイド医療を
めざして～」、第 18 期生の岡田明氏
は「インド・ダラムサラにおけるチベット
第 1 回ホームカミングデイを開催 
難民に対する眼科医療協力ＮＧＯ活
動」と題しそれぞれ講演があり、講演に
対する質問も多数飛び交いました。 
 最後に、医学科第 1 期生の有志によ
る「滋賀医科大学の過去・現在・未来
－30 年をふりかえって－ 今後の滋賀
医科大学に望むこと」と題した座談会
があり、滋賀医科大学への評価や要
望が活発に話され、大変意義深いもの
になりました。 
 「学生との交流会」では、卒業生と現
役の学生や教員との和やかな語らい
がありました。一方、談話室では、1 期
生から最新までの卒業アルバムや広
報誌の閲覧、学生の制作によるビデオ
「大学周辺の街と店」の放映など、タイ
ムスリップしたひとときを過ごしていた
だきました。 
ＯＢと学生の交流会 
ＯＢと歓談する 
馬場学長と柏木病院長 
 附属病院再開発の一環として行わ
れていました院内図書室の移転改修
工事が終了し、３月２１日（水）にリニュ
ーアルオープンいたしました。 
 新しくなった院内図書室には新たに
４台の書架が追加で設置され、蔵書
数、種類とともにさらに充実しました。
また、部屋の中心には新たに大きなテ
ーブルが設置され、患者さんが図書を
読まれるスペースを確保しました。 
 
 当日は、オープンに先立ち、１２時か
ら関係者列席のもと、オープン記念セ
レモニーを行いました。 
 セレモニーでは、柏木病院長から挨
拶があり、併せて日頃の運営に対し感
院内図書室「かいつぶり」がリニューアルオープン 
謝の言葉がありました。引き続き、柏木
病院長、酒井副病院長、藤野看護部
長、院内図書室ボランティアリーダー
の三柳さんによるテープカットが行わ
れ、オープンを祝いました。 
 
 今回のリニューアルオープンに合わ
せて、 ボランティアの皆さんが院内図
書室の愛称を考えられ、院内図書室
「かいつぶり」と命名されました。湖に
集まる「かいつぶり」のように、院内図
書室が患者さんの憩いの場になれば
と思います。 
 
※「かいつぶり」とは滋賀県の県の鳥
で、琵琶湖を代表する水鳥です。 
セレモニーの様子 
新しくなった院内図書室 
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嘉田知事との懇談を行いました。 
 １月１６日（月）午前１０時３０分から、
滋賀県庁において嘉田県知事と馬場
学長を始め本学理事及び谷学長補佐
と懇談を行いました。 
 県との懇談は毎年行われており、今
回は本学から「びわこ文化公園都市の
持続的発展エンジンとなるライフイノベ
ーション及びグリーンイノベ－ションの
推進」について提案を行いました。 
 嘉田知事からは、夢のある提案をい
ただき、今後実りあるものとしていくた
め、関係部署と連絡を取り、推進してい
きたいとのお話しがありました。 
嘉田知事と役員 懇談後の嘉田知事と 
学長、病院長 
 平成２４年１月２０日（金）に、「医学
系分野の女性研究者、看護師になっ
て分かったこと・伝えたいこと」というテ
ーマでシンポジウムを開催しました。 
 基調講演では、札幌医科大学医学
部教授で滋賀医科大学医学科第１期
生の藤宮峯子先生、本学医学部附属
病院看護部の看護学科１期生の白石
知子看護師からロールモデルとしての
講演があり、その後のシンポジウムで
ＳＵＭＳ-なでしこネット キックオフ・シンポジウムを開催 
は本学乳腺・一般外科特任講師で医
学科第８期生の梅田朋子先生を座長
に、活発な意見交換が行われました。
シンポジウム開会 
 平成２４年１月１１日（水）、本学福利
棟食堂において、外国人留学生等と
の交流会「国際交流の夕べ」を開催し
ました。交流会には、本学に在籍して
いる外国人留学生、外国人研究者を
はじめ、日頃よりご支援いただいてい
る関係団体、ボランティアの方々、教
職員など総勢９０名余が集い、親睦を
深める機会となりました。 
 
 今回は、留学生等からの発表とし
て、SUMS プロジェクトでカナダ・オタ
ワ大学から来学した研究者による自
国紹介のプレゼンテーションと、ケニ
ア、中国の留学生による歌唱披露が
ありました。すばらしい歌声とリズム
は、会場を大いに盛り上げ、参加者の
外国人留学生との交流会「国際交流の夕べ」を開催 
一 体 感 を 醸 し 出 し て く れ ま し た 。
 中央の料理テーブルには、日頃お世
話いただいている方々への感謝を込
めて、エジプト、ベトナム、インドネシア
の留学生等による母国の手料理も並
びました。 
 また、留学生から提供された「留学生
等のバス旅行」と「日本文化月例教室
でのあでやかな着物姿」の写真も、会
場の一角に掲示され、多くの参加者に
見ていただくことができました。 
 
 最後には、参加者全員が学生管弦楽
団の伴奏で、「富士山」と「琵琶湖周航
の歌」を合唱し、和やかな雰囲気の
中、お開きとなりました。 
留学生等の自己紹介 
交流会参加の方々 
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 滋賀バイオ産業推進機構が主催す
るライフサイエンスセミナーが、１月３０
日（月）に瀬田アーバンホテルで開催
されました。 
 滋賀県は、「しが医工連携ものづくり
産学官連携拠点」を中心に、「医療・健
康領域」の研究開発プロジェクト創出
やその事業化を積極的に進めていま
す。 
 このセミナーは、ライフサイエンス分
野への進出や事業化を目指す企業の
方に、大学等のシーズを上手に取り
入れながら産学官連携を促進していく
ことを目指して本学、立命館大学等の
第２回ライフサイエンスセミナー開催 
研究シーズの中から「医療・健康」「バ
イオ」「食品」の各分野からみたライフ
サイエンスの取組みについて紹介する
ものです。 
 
 本学からは、服部 隆則副学長：挨
拶、遠山 育夫教授（分子神経科学研
究センター）：座長、等 誠司教授（生理
学講座）：「気分障害の病態解明と新規
治療法開発を目指した神経幹細胞研
究 」 と 題 し た 講 演 を 行 い ま し た 。
 出席者は約５０名で、ライフサイエン
ス関係研究機関・企業等と意見・情報
交換を行いました。 
等教授 講演 
 平成２４年２月１３日（月）に、「New
insights into the treatment of
neurological diseases」というテーマで
国際シンポジウムを開催しました。 
 
 馬場忠雄学長による歓迎の挨拶の
後、遠山育夫センター長が本シンポジ
ウムの目的について紹介し、続いてカ
ナダ・オタワ大学／カナダ国立医学研
究所の Joseph S Tauskela 先生、本
学の楊 宏寛先生、国立病院機構鳥
第１４回分子神経科学研究センター・国際シンポジウムを開催 
取医療センターの小西吉裕先生、アメ
リカ・Sun Health Research Institute の
Thomas G Beach 先生から、神経細胞
死の機構と治療法に関する最新の知
見をご発表いただき、活発な討議を行
いました。最後に服部隆則副学長がま
とめの言葉を述べ、盛会のうちに終了
しました。 
 
たくさんの方のご参加、どうもありがと
うございました。 
会場の様子 
 1 月 27 日（金）～28 日（土）に「大学
を支える人材を育むための宿泊研修」
を長浜ロイヤルホテルにて開催しまし
た。役員および教職員計 78 名の参加
があり、講演・グループディスカッショ
ン・全体討議などを行いました。3 回目
となります本研修は、前回よりも参加
対象をより拡大し、本学の課題につい
て、若い世代も交えて考え、教職員一
丸となって積極的に課題に挑戦する
機会作りに努めることが出来ました。
 
 初日には、谷川総務等担当理事よ
り、「大学改革の方向性のあり方」と題
した開講の挨拶が行われ、続いて元
三菱スペースソフトウェア（株）代表取
締役社長 三宅道昭氏より「法人や企
業における組織活力向上のために」と
大学を支える人材を育むための宿泊研修を実施 
題し、自身の体験に基づいた組織運営
のあり方や、その手法についてのご講
演をいただきました。 
 
 2 日目には、「国立大学の機能強化と
滋賀医科大学が目指すもの」をテーマ
としてグループディスカッションを行い
ました。その成果について全体討議を
行い、地域貢献や診療・教育などのテ
ーマを柱とした様々な機能強化に向け
ての発案がありました。また、討議後は
三宅氏、馬場学長より講評がありまし
た。 
 
 2 日間を通して、大学の今後のあり方
について考える有意義な機会となり、
自由闊達な意見も飛び出すなど、熱気
にあふれた研修となりました。 
グループディスカッション 
の様子 
全体討議中の様子 
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「特許に関する講演会」を開催 
 知的財産に精通した人材育成、学
内研究者への知的財産意識の啓発
を目的に「特許に関する講演会」を平
成２４年２月２３日（木）に開催しまし
た。 
 
 今回、医科系大学産学連携ネットワ
ーク協議会（medU-netIP）広域大学
知的財産アドバイザーとして、本学の
知的財産等について助言、協力をい
ただいている橋野憲親氏（東京医科
歯科大学客員教授）に以下の題目で
講演をいただきました。 
 大学研究者の為の知的財産入門
－今何故大学が特許なのか？－ 
 
 特許における「新規性」「進歩性」「発
明者」「研究ラボノート」等について、
現実に即した分かり易い、詳細な説明
が行われました。受講者からは、論文
発表時の注意点、研究ラボノートの記
載方法等について、具体的な熱心な
質問が行われ、演者からの明快な回
答で、特許に関する理解を深めること
ができました。 
受講会場全景 
第２８回滋賀医科大学シンポジウムを開催 
 平成２４年２月１６日（木）に、准講
会の主催により「第２８回滋賀医科大
学シンポジウム」が開催されました。
 
 馬場学長の開会挨拶の後、セッショ
ン１では宇津貴（腎臓内科）、藤井紀
和（皮膚科）が、またセッション２では
程原佳子（血液内科）、手塚則明（医
療安全管理部）、がそれぞれ座長を
務め、計１４名の演者が各分野におけ
る研究成果を発表しました。演者は学
部学生から留学生まで多彩な顔ぶれ
で、滋賀医科大学で“今”何が進行し
ているのか概観することが出来る内
容となりました。例年以上の延べ１００
名の参加者が集い、熱心に演者の講
演に聞き入るとともに、活発な意見交
換がおこなわれました。 
会場の様子 
 本学では、地域貢献事業として障害
者等支援のためのシンポジウムを毎
年開催し、保健・医療・福祉関係の現
場で働く人や当事者・家族の皆様にも
積極的にご参加いただいております。 
 この度、２月１８日（土）大津市にお
の浜にある滋賀県立県民交流センタ
ー（ピアザ淡海）３０５会議室において
シンポジウム「それも“緩和ケア”なん
だよ ～日常の中にある緩和ケア～」
を開催いたしました。 
 
シンポジウム「それも“緩和ケア”なんだよ」を開催 
 今回のシンポジウムは、一般の多く
の方々に日常の中にある緩和ケアを
知って頂くために、本学家庭医療学講
座 田村祐樹 准教授の司会進行の下、
大津市民病院緩和ケア科 津田真氏・
彦根市訪問看護ステーション 柴田恵
子氏・家庭医療学講座 田村祐樹氏の
３名のシンポジストによる医療・福祉そ
れぞれの立場からの講演の後、参加
者らとシンポジストの間で質疑応答や
活発な討論が行われ、充実したシンポ
ジウムとなりました。 
各シンポジストによる自己紹介
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ひな祭りコンサートを開催 
 日に日に暖かくなり、桜の花の開花
が待ち遠しい季節となってまいりまし
た。 
 ３月２日に、２年ぶりに大正琴琴城流
琴昇会の皆さんによるひな祭りコンサ
ートが行われました。１００名以上の患
者さん、ご家族の方々、病院スタッフ
の方々が美しい音色、懐かしい歌に
耳を傾けておられました。最後の「琵
琶湖周航の歌」では琴の音色に合わ
せて歌を口ずさむ患者さんもたくさん
おられ、楽しいひとときを過ごすことが
できました。なかなか病院の外に出ら
れない入院患者さんにとって、気分転
換の良い機会となれば幸いです。 
 
 当日はあいにくの雨模様でしたが、
舞台後方にはひな壇も設置され、一足
早く春の足音を感じられたように思いま
す。 
 今後も日々の心あたたまる看護の提
供とともに、病院の中にいても四季を
感じられるような季節ごとの楽しいイベ
ントを企画していけるよう努力していき
たいと思います。 
 春と共に、皆様の上にも幸せが訪れ
ますようお祈り申し上げます。 
大正琴琴城流琴昇会の皆さん
 平成２４年３月４日（日）に、滋賀医
科大学および滋賀県の主催により「男
女共同参画推進のための講演・シン
ポジウム」が、ピアザ淡海 滋賀県立
県民交流センターで開催されました。
これは、滋賀県からの委託による女性
研究者等支援事業の一環として広く
県民に声をかけた啓発事業であり、９
４名の参加がありました。 
 まず、横浜市立大学名誉教授 田中
-貴邑 冨久子先生による基調講演「男
女共同参画社会の効用を性差医学的
に検証する」では、日本人の三大死
因、がん、心臓病、脳卒中は全て男性
の方が女性よりも罹りやすいこと、男
性の平均寿命が女性より７年も短いこ
と、これらの差は、生物学的に性差の
ある「古い脳」と呼ばれる部分ではな
く、出生後の養育、教育、社会からの
刺激によって創られる「新しい脳」に依
男女共同参画推進のための講演・シンポジウムを開催 
存するとの説明があり男女共同参画
社会が形成されれば、その効用により
性別役割意識がなくなり、男女の寿命
が同じになるはずであるとの趣旨の講
演がありました。 
 その後のパネルディスカッションで
は、「男女共同参画社会形成の目的と
は」をテーマに、聖泉大学教授 高橋
啓子先生、立命館大学非常勤講師
伊田広行先生、滋賀医科大学附属病
院女性診療科医員 竹林明枝先生、
田中-貴邑 冨久子先生、そして座長の
滋賀県医師会「医師のワーク・ライフ・
バランスを考える会」木築野百合先生
が、それぞれの専門分野から現実の
問題や課題について発表され、新しい
視点での男女共同参画社会形成につ
いて意見交換をし、会場の参加者から
は「大変良い勉強になった」との意見が
多数ありました。 
基調講演： 
田中-貴邑 冨久子 氏 
会場の様子 
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平成２３年度滋賀医科大学リーダース研修を実施 
 ３月７日（水）１３時より、「平成２３
年度滋賀医科大学リーダース研修」
を実施しました。この研修は、学生の
サークル活動を有意義に発展させる
こと、リーダーとしての自覚と認識を
高めること、各サークルの相互理解
を深めることを目的としています。
 研修は、体育会系・文化会系の各
課外活動団体の代表者（キャプテン）
３７名とアドバイザーとしてワンダーフ
ォーゲル部顧問の木村博教授（生化
学・分子生物学講座）他計１０名の教
員 が 参 加 し 、 実 施 さ れ ま し た 。
 当日は、服部副学長の開講挨拶に
はじまり、本学第２期生の江口 豊教
授（救急集中治療医学講座）による急
性アルコール中毒や救急蘇生に関す
る講演や同じく本学卒業生の相見解
剖学講座准教授及び向所病理学講
座准教授 による講演がありました。
 また、班別討議では自ら提案したテ
ーマについて各班で現状や問題点に
ついて話し合うなど、充実した内容の
半日間となりました。 
江口教授のＡＥＤ講習 
滋賀医科大学学外有識者会議を開催 
 3 月 15 日(木)、滋賀医科大学学外
有識者会議を開催し、７名の委員にご
出席いただきました。 
 
 会議では、馬場学長挨拶の後、議長
として井村 裕夫委員（先端医療振興
財団理事長）が選出されました。井村
議長の進行のもと、学長から国立大
学の機能強化、また本学の活動状況
について、服部理事から教育・研究
面、柏木理事から診療面、村山理事
から財務の概要等、谷川理事から人
事方策等の説明を行いました。 
 
 各委員から、グローバル人材の育
成、一流の研究者の招へいや地域再
生の中での医療を果たす役割、専門
医と総合医の役割と育成及び厳格化、
女性医師の増加に伴う課題、震災地に
おける医療制度のあり方、今後の地域
医療のあり方など、様々なご意見・提
言をいただき、活発な会議となりまし
た。 
 
 最後に、谷川理事から、本学でも機
能強化及び大学改革を求められてお
り、滋賀医科大学として発展していくた
め、なお一層教職員一丸となり、中長
期計画を推進していきますので、今後
ともご指導及び助言をいただきたいと
の挨拶がありました。 
会議の様子 
平成２３年度滋賀医科大学卒業式及び学位授与式 
 平成２３年度卒業式が、３月９日（金）
に本学体育館で挙行され、医学科学
生８７名、看護学科学生７２名が卒業し
ました。 
 
 卒業式では、学位記の授与、学生表
彰に続き、馬場学長から告辞があり、
「初心を忘れることなく、志を高く持ち続
け、その達成を目指し、“一隅を照ら
す”人として日々の努力を重ねてくださ
い。」と激励されました。最後に、卒業
生代表の謝辞があり、卒業式を終了し
ました。 
馬場学長から卒業生一人ひとりに
学位記が手渡されました 
学位記の授与が行われました
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 公益財団法人滋賀県産業支援プラ
ザと滋賀県の主催で、３月２６日（月）
大津プリンスホテルで 
「しが医工連携ものづくりクラスター」
－地域イノベーション戦略支援プログ
ラム（グローバル型）－ 
平成２３年度研究成果報告会及び医
工連携ニーズ・シーズセッションが開
催されました。 
 
 「しが医工連携ものづくりクラスター」
－地域イノベーション戦略支援プログ
ラム（グローバル型）－は、びわこ南部
地域での「医工連携ものづくりクラスタ
ー」の形成に向けて、地域の技術的強
みである医療機器の高機能化・インテ
リジェント化・小型軽量化技術を活か
し、小規模診療所での高度医療、災
害現場での即時かつ高度な診断・治
療など、「いつでも・どこでも高度先端
医療」を実現する次世代診断・治療機
器技術の研究開発を実施し、これまで
培ってきたネットワークを自立・強化さ
せると共にグローバル化の進展を図
地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型） 
平成２３年度研究成果報告会及び医工連携ニーズ・シーズ
セッション開催 
り、国際競争力の高いクラスター形成
を目指すものです。 
 
 本報告会等は、研究開発成果および
進捗状況を広く県内企業等に公表・普
及するとともに「しが医工連携ものづく
りネットワーク」の参画企業のシーズ・
情報等の展示や、産学連携および産
学連携によるマッチングの場を提供す
ることにより、「医工連携ものづくりクラ
スター」形成の促進を図ることを目的に
開催されました。 
 
 奥村展三文部科学副大臣の来賓挨
拶、嘉田由紀子滋賀県知事の主催者
挨拶があり、多数の出席者で盛況に行
われました。本学からは、外科学講座・
塩見 尚礼講師（学内）が、第２グルー
プを代表して、「体腔鏡手術ロボティッ
ク技術が拓く高度先端医療の研究開
発」について、２３年度の研究成果報告
を行い、多数の出席者が熱心に聴講し
ました。 
成果報告会会場 
医工連携ニーズ・シーズ 
セッション会場 
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平成 24 年 4 月～6 月の行事予定 
 
所在地： 
〒５２０－２１９２ 
滋賀県大津市瀬田月輪町 
開学： 
１９７４年１０月１日 
活動内容： 
教育・研究・診療 
大学概要 
 
役員： 
学長      馬場忠雄 
理事（教育等） 服部隆則 
理事（医療等） 柏木厚典 
理事（経営等） 髙尾孝信 
理事（総務等） 谷川成美 
企画調整室 TEL: 
077-548-2012 
E-MAIL: 
hqkouhou@belle.shiga-med.ac.jp 
FAX: 
077-543-8659 
本学 Web サイト URL: 
http://www.shiga-med.ac.jp/ 
担当 
４月 ４日    入学宣誓式 
４月１５日    第７回滋賀県脳卒中市民公開講座 「脳卒中？どうしよう！」 
４月２８日    病院再開発完成記念コンサート 
５月１２・１３日 浜松医科大学との学生交流会 
５月２６日    病院再開発記念式典 
６月 ９日    解剖体納骨慰霊法要 
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教育関係 
2012/3/31 中日 教育尽力に感謝状 知事 曽我県立大理事長に 
2012/3/30 週刊新潮 最先端「がん治療」 
2012/3/27 中日 聖泉大新学長に筒井裕子氏選任 
2012/3/24 京都 地域医療の担いて育成 滋賀医大生ら長浜で宿泊研修 
2012/3/24 中日 地域医療の現状 医学生関心高く 
2012/3/17 日経 医学生ドクター制導入 
2012/3/15 中日 「スチューデントドクター」滋賀医大生 95 人認定 
2012/3/8 日経 秋入学 改革の起爆剤に 東大学長、国大協で呼び掛け 
2012/2/28 京都 国公立大入試前期日程終わる 京滋トラブルなし 
2012/2/26 読売 県内 3 大に 2713 人挑む 国公立で 2 次試験 
2012/2/26 中日 国公立大 2 次試験スタート 滋賀大では 1174 人が受験 
2012/2/26 京都 入院患者 思いつづる 滋賀医科大生・犬飼さん 闘病記
作成進める 
2012/2/26 京都 国公立大 2 次前期 初日、京滋トラブルなし 
2012/2/3 京都 国公立大入試 出願最終日 2 次倍率は 4.8 倍 
2012/2/2 読売 国公立大学２次試験 出願状況 
2012/2/2 朝日 国公立大学２次試験 出願状況 
2012/2/2 産経 国公立大学２次試験 出願状況 
2012/2/2 京都 国公立大 2 次 
2012/2/2 中日 国公立大学 2 次試験 
2012/2/1 京都 京滋 13 大学アンケート 秋入学 １２校が慎重 
2012/1/31 産経 閑散期ホテルおの手この手 受験生さんいらっしゃい 
2012/1/28 産経 国公立大学 2 次試験 出願状況 
2012/1/28 朝日 国公立大学 2 次試験出願状況 
2012/1/28 京都 国公立大 2 次 
2012/1/26 中日 大学秋入学アンケート 空白の半年間 受け皿は 
2012/1/26 毎日 国立大 4 割超 「検討」秋入学 関関立も前向き 
2012/1/23 産経 本紙 アンケートに回答した国立大 
2012/1/23 京都 放課後の学校 守山開設 生活保護世帯の中学生に大学生
が支援 
2012/1/22 読売 センター再試験 県内 4 人が受験 
2012/1/22 中日 センター試験 再試験でもミス 
2012/1/22 中日 県内から 4 人 配布ミス救済でセンター再試験 
2012/1/21 京都 春目指し いざ本番 京都文教大池坊短大 私大入試スタ
ート 
2012/1/19 中日 センター試験混乱 「やり方不十分だった」 
2012/1/15 読売 センター試験 県内 6 会場で 5989 人受検 
2012/1/15 産経 県内でもセンター試験 5 大学 6 会場で受験生 5989 人挑
む 
2012/1/12 滋賀報知 滋賀医大生が附属病院で設置 県内病院初の闘病記文庫 
 
研究関係 
2012/3/20 中日 糖尿病 抑制タンパク質発見 滋賀医大など共同研究 
2012/2/17 京都 バイオ企業に強い味方 
2012/1/1 滋賀報知 わさびの刺激臭で目パッチリ 聴覚障害者向けの火災報知
器 
報道された滋賀医科大学 （平成 24 年 1 月～平成 23 年 3 月） 
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病院関係 
2012/3/22 日経 不整脈にカテーテル治療 
2012/3/6 朝日 遺体検案 足りぬ医師 開業医ら、年１５００件担当 
2012/3/5 毎日 山本病院の業過致死 弁護側証言ー一公判 
2012/3/4 読売 病院の実力 「アレルギーの病気」 増える「総合診療
科」 
2012/3/3 中日 １万５０００人医療者導く 
2012/3/1 産経 山本病院公判に弁護側証人出廷 奈良地裁 
2012/2/5 読売 病院の実力 ｢小児救急」 
2012/1/31 読売 「中学生にも院内学級を」 
2012/1/31 京都 中学生対象の養護学校分室 滋賀医大病院に開設を 
2012/1/31 中日 院内に「分教室」開設を 滋賀医科大学付属病院小児科の
会 
2012/1/25 京都 滋賀医大 医師がわいせつ行為 
2012/1/25 読売 滋賀医大 医師がわいせつ容疑 
2012/1/25 スポニチ 「好意持っていた」滋賀医大病院の医師 強制わいせつで
逮捕 
2012/1/25 毎日 強制わいせつで滋賀医大医師逮捕 
2012/1/25 産経 強制わいせつ容疑で滋賀医大非常勤講師を逮捕 
2012/1/25 朝日 女性に強制わいせつ容疑 滋賀医大の内科医を逮捕 
2012/1/25 中日 滋賀医大医師を逮捕 大津署 職員にわいせつ容疑 
2012/1/25 中日 滋賀医大医師を逮捕 大津署 職員にわいせつ容疑 
2012/1/25 中日 強制わいせつ容疑の医師 以前からセクハラ 
2012/1/17 京都 新病棟建設 支援は困難 野洲病院に市が回答 新病院検
討委設置へ 
2012/1/16 河北新報社 重度意識障害、各地で調査 患者数・介護状況、実態把握
へ 
2012/1/11 読売 肺がん患者に第 4 の希望 免疫療法 実用化へ 
2012/1/8 読売 病院の実力「泌尿器科がん」 
 
社会連携 
2012/3/17 京都 滋賀県脳卒中市民公開講座 
2012/3/11 読売 脳卒中最新治療 医師が来月講演 
2012/3/11 中日 早期発見へ検査を 大津 患者ら肝臓病教室 
2012/3/11 京都 復興支援のこれからは？ 大津で２０日 県内避難者がNPO 代表議論 
2012/3/9 日経 菜の花サミット 福島で来月開催 滋賀の NPO など 
2012/3/6 中日 男女共同参画を医師や教授討論 
2012/3/3 京都 男女共同参画推進へ講演やパネル討論 
2012/2/28 読売 第 11 回市民公開講座「女性の気になる病気－子宮がんと
子宮内膜症についてー」 
2012/2/25 読売 男女共同参画推進 来月大津で講演会 滋賀医大と県 
2012/2/24 朝日 男女共同参画推進のための講演・シンポ 
2012/2/22 日経 快眠への処方薬 正しい知識で日本元気に 
2012/2/19 京都 公開講座「肝臓病教室」 
2012/2/17 朝日 女性の気になる病気！子宮がんと子宮内膜症について 
2012/2/10 朝日 滋賀県アレルギーフォーラム「せきとぜんそく良くなるた
めに」 
2012/2/4 中日 心地よい眠りポイント紹介 近江八幡でセミナー 
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2012/1/30 読売 ぜんそくテーマ市民講座 
2012/1/30 京都 しが女性の会健康セミナー「いい眠りしてますか？いい睡
眠でいきいきライフ」 
2012/1/27 朝日 いい睡眠でいきいきライフ 
2012/1/27 産経 いい眠りしてますか？いい睡眠でいきいきライフ 
2012/1/21 読売 皮膚疾患の難病講演会 
2012/1/20 朝日 医療公園・交流会 2 月 3 日 
2012/1/20 毎日 眠り講座＆パイプオルガンの調べ 
2012/1/18 京都 医療公園・交流会「表皮水疱症 膿泡性乾蘚」 
 
その他 
2012/3/31 中日 発芽大豆ケーキ 滋賀医科大と洋菓子店開発 
2012/3/14 文塾春秋 H24.4
月号 同級生交歓 
2012/2/22 中日 お元気ですか 1190 子宮頚がんの予防 
2012/2/20 中日 今年の花粉「平均以下」 
2012/2/16 京都 強制わいせつで滋賀医大医師起訴 
2012/2/16 読売 滋賀医大病院医師強制わいせつで起訴 
2012/2/16 朝日 滋賀医大の医師を強制わいせつ罪で起訴 
2012/2/8 中日 私の先生 心鍛えた二つの誤解 イグ・ノーベル賞受賞 今
井 真先生 
2012/2/2 日経 産学連携担当理事を公募 
2012/1/31 日経メディカル
オンライン 
40 歳平均余命、糖尿病や高血圧のある集団では 2～3 歳も
短い 
2012/1/31 毎日 「過酷事故想定」知事に申し入れ 
2012/1/30 朝日 常勤理事（役員）求人募集 
2012/1/30 読売 常勤理事（役員）求人募集 
2012/1/30 朝日 常勤理事（役員）求人募集 
2012/1/29 日経 常勤理事（役員)_求人募集 
2012/1/29 朝日 常勤理事（役員）求人募集 
2012/1/29 読売 常勤理事（役員）求人募集 
2012/1/27 京都 経営など担当理事 1 人公募 滋賀医大 
2012/1/26 中日 常勤の理事募集 滋賀医大 
2012/1/22 中日 安眠へコツ紹介 
2012/1/17 朝日 弱者救う行政求めて 東 昌子 
2012/1/15 中日 近江八幡の NPO 法人 被災地の農地 菜の花で救え 
 
